


栗原俊二議員の活動紹介栗原俊二議員の活動紹介 公明党広島県議団

フォトニュース

公明党県議団が広島県警に対して早期配備を提案し
ていた可搬式の速度違反自動取締装置が昨年10月
から運用を開始しました。
（令和元年12月）

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、広島市
が市立小中学校を臨時休校としたことを踏まえ、同
市安佐南区の「シダックス放課後児童クラブ山本」
で関係者から現場の課題などを聴取しました。
（令和２年３月）

広島県女性総合センター「エソール広島」を訪問。運
営する財団法人の長尾ひろみ理事長と意見交換しま
した。（令和２年３月）

公明党県議団が早期導入を求めていた災害時に備え
た乳児用液体ミルクの備蓄が始まりました。県の防
災拠点施設の備蓄状況を視察しました。
（令和元年10月）

広島土砂災害から５年。広島市安
佐南区の梅林学区自主防災会連
合会が開いた式典に参列しまし
た。（令和元年8月）

赤羽一嘉国土交通大臣に同行し
て広島市安佐南区八木で建設が
進む砂防施設を視察しました。
（令和元年10月）

一昨年７月の西日本豪雨により、
一部区間で不通となっていたＪＲ
芸備線が約１年３カ月ぶりに全線
で運転を再開しました。（令和元年10月）

　「豪雨で増水した河川の水位をいち早く知り、逃げ
遅れを防ぐ対策を！」
　栗原俊二議員は、西日本豪雨災害を踏まえ、中小
河川の水位監視強化を求めました。この提案を受け
て広島県は危機管理型水位計や河川監視カメラを順
次設置することとしましたが、このほど広島市安佐南
区の安川に河川監視カメラが設置されました。今年
度中に同区の山本川に危機管理型水位計が設置され
る予定です。
　いずれの情報もインターネットの「広島県河川防災
情報システム」で確認できます。

河川監視カメラ　　・危機管理型水位計　　　 設置

　栗原俊二議員は、避難が必要な災害が予
想されるとき、個人としてどう行動するかを
時系列で記入する「マイ・タイムライン」の普
及を求めました。この提案を受けて、今年度
から県内の全ての小学生に作成の手順をまと
めた教材を配布し活用することになりまし
た。これをもとに家族で避難計画を作成する
など家族ぐるみの防災意識向上が期待され
ます。

「マイ・タイムライン」を学校教育に導入

安川に設置された河川監視カメラ（広島県提供）

安川監視カメラの映像（「広島県河川防災情報システム」より）

「ひろしまマイ・タイムライン」のイメージ（広島県提供）

今年度中に山本川に設置予定の危機管理型水位計
（広島県提供）

災害に強いまちづくり・人づくりが前進
安川 山本川
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